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１．IoT共通基盤が実現しようとしている社会 

デマンド乗合車両等人の
移動を支援・効率化する

仕組みの提供 

インフラの維持・管理 
の高度化 

生産・製造現場での 
人間との共働、無人化 

独り暮らしの高齢者等の 
安全・安心な生活の実現 

あらゆる世代の人に寄り添った
快適なサービスの提供 

あらゆる世代の人の外出・移動を 
支援するシステムの実現 

様々なIoTサービスを提供する
上での共通基盤 

日々の生活において、様々なシーンにIoT活用されるようになることにより、生活の利便性や快適性が
向上することが期待される。これらを支える共通基盤が確立されることにより、IoTによるデータの流通
が促進され、より幅広いサービスの創出に寄与。 
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２．IoTの普及・促進に向けた課題 

出所）総務省「平成28年 情報通信白書」 

IoTの普及・促進に向けて、グローバルで取り組みが進めてられているが、インフラ（基盤）や、ルール
の整備等が、各国共通の課題として認識されている状況。 
⇒ 共通基盤技術を確立するとともに、データ流通のルール整備／標準化が求められている状況。 
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３．欧州におけるIoT共通基盤確立に向けた取り組み ① 
FIWAREは、欧州の研究開発プロジェクト（FP7／HORIZON2020）の一環で進められている取り組み
であり、IoT共通基盤の実現に向けた技術開発、及び同基盤を活用した新たなエコシステム構築に向
けて様々な取り組みがなされている。 
IoT共通基盤部分は、OSSや汎用的な共通モジュール等から構成され、オープンなAPIを提供すること
で、様々なサービスがその上で構築できる環境を整備している。 

http://activeictjapan.com/pdf/20160217/jimin_it-toku_document_20160217.pdf 

= 

高度なオープンソースの 
クラウド基盤ソフトウェア 

汎用的な共通モジュールの 
豊富なライブラリ 

• 様々な分野での開発要請にこたえる汎用的で
オープンなプラットフォーム。 

• それぞれのコンポーネントのリファレンス実装が
公開されている。 

• 非営利の開発環境。 
• アントレプレナー及び個人が、オープンデータを

活用しながら技術やアプリケーションをテストする
ことができる。 

• 中小企業とスタートアップ企業に焦点をあてた、
FIWAREの技術支援を目的としたプログラム。 

• FIWAREをEU以外の世界各地域に拡大するた
めのプログラムであり、異なる地域のICTプレイ
ヤー、ステークホルダーの融合、政府との連携を
目指す。 

• 世界中のFIWAREのネットワークであるiHubの
構築とオペレーションを支援するプログラム。 
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３．欧州におけるIoT共通基盤確立に向けた取り組み ② 
欧州委員会の資金援助も受けながら、FIWARE上でのエコシステム構築に向けて、スタートアップや

中小企業への支援を実施。スタートアップの初期段階における官民ファンディング、事業化に向けた
コンサルティング等の他、賞金制のアイデアソン、ハッカソン等も開催。 

FIWARE Accelerator Projects 

「スマートシティ」「健康」「交通」「エネルギー及び環境」「農業」
「メディア」「製造及びロジスティクス」「社会&教育」の8分野が
設定されている。 

https://ec.europa.eu/digital-agenda/en/fiware-accelerator-programme 
http://www.slideshare.net/creatifi/fiware-accelerator-projects 

Challenge プログラム 
テーマを決め、賞金型の企画提案を募り、アイデアの募集、及
びその実装支援等を行っている。 
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３．欧州におけるIoT共通基盤確立に向けた取り組み ③ 

出所） https://www.fiware.org/success_stories 

FIWAREを基盤とし、様々な新しいサービスが創出している状況であり、分野としては、アグリフード、 
e-ヘルス、エネルギー＆環境、交通、公共安全、スマートシティ等が存在。 
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４．米国におけるスマートシティ展開に向けた取り組み ① 
米国NISTが推進するGlobal City Teams Challengeは、IoT/CPSの研究開発成果を社会実装に繋げていくこ

とを目的とした研究開発プロジェクトであり、産官学のメンバーがプラットフォームの提供を行いつつ、地方政
府や企業、大学等がその上でIoT/CPSの社会実装に向けた研究開発を相互に連携しながら推進している。 

大統領 

Presidential Innovation 
Fellows（PIF）2名 

指名 

（Cyber Physical Systems) 
CPS 

交通 

スマート 
工場 

健康 

技術 

エネルギー 

災害対応 
システム 

ビル 

航空電子 

データセンタ 

テーマ指定 大学 

企業 
企業 

PPPの構築を促進 

企業 

大学 

NPO 

研究 
機関 

企業 

大学 研究 
機関 

【参加者の機会・チャンス】 
① 潜在的な顧客に対する自社の技術等のPR 
② 他者と連携したより有効性の高いソリューションの構築 
③ NISTによる関連技術標準策定への貢献 

企業 

大学 
研究 
機関 

基本的にボランティア 
ベースの参加 

NIST及びUS Igniteが 
"アクション・クラスター"を組成 

適用領域 

大統領に指名されたPMが 
協力な権限を持ち推進。 

出所） http://smartamerica.org/challenge/ 
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４．米国におけるスマートシティ展開に向けた取り組み ② 
様々な都市において、様々な技術を活用し、様々な社会課題の解決や社会価値向上に取り組み中。 
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５．研究開発の目的及び全体像 

IoT共通基盤 
（クラウド基盤） 

環 
境 

防 
災 

インフラ 
監視 

（公共インフラ監視・予測） 

・ 
・ 

住 
宅 

工場 
（BEMS） 

（工場／住宅等施設管理） 

・ 
・ 

・ 
・ 

公共 
交通 

（交通系サービス） 

都市を構成する様々な要素を対象としたIoTサービス・アプリの創出 

無線系 有線系 

Wi-SUN Wi-Fi Bluetooth PLC Ethernet 

効率的なIoTデータの 
やり取りを可能とする 
ネットワークの 
制御技術の確立 

オープンデータ 
事業者データ 

・・・ 

様々なアクセスタイプ 
を透過的に扱うことを 
可能とする技術の確立 

コンテンツ指向 
ネットワーク 

IoTインフラ 
コントローラ 

DB 収集・制御
機能 

IoT 
ゲートウェイ 

交通系サービス 工場／住宅等 公共インフラ 

処理要求に応じた 
適切な機能分担 
技術の確立 

様々なエリアネットワークの 
安定運用を実現するための
ネットワーク管理技術の確立 

来るべきIoT時代（多量のセンサーが展開され、様々なIoTサービスが提供される時代） 
においても、持続可能な基盤の確立 
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